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The earthen vessels for production of cheese unearthed 














熱凝固系列の 3 つに大別される（図 1）。発酵乳系列（図 1 の 1）は、これらの系列のなかで
最も歴史が古く、世界で広く分布し、ヨーグルト様乳製品などに利用されている。つぎの凝乳
酵素使用系列（図 1 の 2）は、動物内で分泌されるキモシン（chymosin）3、イチジクに内在す
るフィシン（ficin）4  などの動物性や植物性の凝乳酵素を添加する方法である。最後の加熱凝
固系列（図 1 の 3）は、アジア南北部を中心に分布するバターオイルなどの製造を伴う方法で









































































　イラク南部ジーカール（Ḍī Qār）県のウル（Ur）遺跡の西 6 ㎞に位置する遺丘である。
1919 年から大英博物館のヘンリー・ホール（Henry Hall）氏が調査を手掛け、1923 年から
レオナード・ウーリー（Leonard Woolley）氏が参加し、その後、シートン・ロイド（Seton 
Lloyd）氏とロシア人、ピンハス・デルーガズ（Pinhas Delougaz）氏らが 1937 年に再調査を
している。基壇上の建設物は、発見された碑文により、初期王朝Ⅲ B にあたる BC.2500 年か
ら BC.2450 年頃の豊饒の女神ニンフルサグ（Ninhursag）の神殿であると判明している。
　その神殿の基壇正面、神殿につながる階段脇の地点から、乳製品製造に関連する帯状装飾（写
真 1, 図 2）が出土している（加茂 1973, 三宅 2008 : 39-51, Bañón, A. M. 2005, Gómez Carrizo, 
P. M. 2012 ）。そのフリーズは、母子隔離に始まり、仔牛を同伴させ、射乳反射を促す方法を
利用した搾乳から、乳製品の製造過程までが把握できる非常に興味深い資料である。
2.1.2 デイル・エル・バハリ（Dier El Bahri）葬祭神殿
　エジプト第 11 王朝のメンチュヘテプ（Mentuhetep II）2 世が、テーベ 5（Thèbe）近郊のデ
イル・エル・バハリ谷に建設した葬祭神殿である。1903 年から 1907 年にスイス人、ヘンリ・
エドワルド・ナヴィユ（Henri Édouard Naville）氏 、1921 年からは、アメリカ人、ハーバート・
ユースティス・ウィンロック（Herbert Eustis Winlock）氏 、1961 年からカイロのドイツ考古
学研究所が調査を行なっている。治世全体の BC.2060 年から BC.2010 年に建設され、メンチュ
写真 1　ニンフルサグ神殿出土の帯状装飾 (Mattín Bañón,A.2005:10-12)
図 2　ニンフルサグ神殿出土の帯状装飾の白描図像 ( 三宅 2008:41)
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ヘテプ 2 世とその妻 6 人の埋葬室が設置されている。その妻のひとりであるカウイト（Kawit）
の石灰岩製の棺の外壁に、ウシの搾乳の様子を描写したレリーフ（写真 2, 図 3）が確認され
ている（加茂 1973, H. デンベック 1979 : 33, 三宅 2008: 43, 伊藤 2010:161）。
2.2　西アジアおよびヨーロッパのチーズ製造
　ここでは、チーズ製造における凝固乳の分離・脱水工程に関連する西アジアやヨーロッパ出
土の遺物について紹介する ( 図 5, 表 1)。以下の遺跡の分布ついては、図 4 の通りである。
図 4　チーズ製造に関連する遺物出土の遺跡分布図
写真 2　エジプト第 11 王朝の妻カウイトの
       石棺レリーフ(トゥーサン＝サマ1998:99) 
図 3 エジプト第 11 王朝の妻カウイトの























































2.2.1 チャヨニュ（Çayönü）遺跡（図 4 -① )
　トルコ南西部、ティグリス（Tigris）川上流に面したディヤルバキル（Diyarbakır ）市のエ
ルガニ（Ergani）地区から南西 5 ㎞に位置する 250m × 150m の楕円形の低い遺丘である（松
谷 1979 : 696, Özbakan, M. 1988 : 351-354）。チャヨニュ遺跡は、「肥沃な三日月地帯」の北
端にあたり，初期新石器時代のムギ農耕や家畜種の遺存物が確認されている。その年代は、
BC.7200 年から BC.6700 年に相当する先土器新石器時代（PPNB : Pre-Pottery Neolithic B）と
推測されている（大田 2009 : 155）。調査は、1964 年、1968 年、1970 年の 3 回にわたって、
イスタンブール大学のハレット・チャンベル（Halet Çambel）氏とシカゴ大学のロバート・ジョ




の道具の一部であるという可能性が示唆されている（三宅 1996 : 89-90, 1999 : 61-67）。
2.2.2 テュリンテペ（Tülintepe）遺跡（図 4 - ②）
　東部トルコのエラズー（Elazığ）地区から東へ 21 ㎞にあるアルティノバ（Altinova）平野に
位置し、現在は、ケバンダム（Keban Barajı）の建設によって水没している古墳である。
　最初の調査は、1945 年にトルコ歴史財団（Turkish History Foundation）のキリック・コク
テン（Kiliç Kökten）氏の指揮のもとで開始された。ダム建設により水没し始めた 1966 年には、
トルコの中東工科大学（Middle East Technical University）の歴史遺産復元保存学部（Department 
of Restoration and Preservation of Historical Heritage）が調査を行ない、翌年には、イスタン
ブールの先史学部（University of Istanbul Prehistory Department）とミシガン大学人類学博物
館（University of Michigan Anthropology Museum）の共同で実施された。また、1971 年から
1974 年は、イスタンブール大学の Ufuk Esin 氏 と Güven Arsebük 氏らの指揮によって調査
が行われている。この遺跡は、C14 年代測定により、ハラフ—ウバイド期の転換期（BP6160 
± 150, BP 5360 ± 180, BP 5730 ± 190）から金石併用時代後期（4214 ± 147BC., 3780 ±
186BC., 3414 ± 184BC.）に相当することが判明している（Özbakan, M. 1988 : 354）。
　この遺跡からは、無数の小孔が施された鉢の土器片（図 7）が確認されている。また、その
なかには、胴部下半が底部に向けてすぼまり、底部は狭く、底の抜けた容器も発見された。




測されている。（三宅 1996 : 89-92）。
2.2.3 ウェティコン（Uetikon）遺跡（図 4 - ③ )







ubericht）であり、2011 年に世界文化遺産に登録されている（van Orsouw, M. 2009 : 40-41）。
図 7　テュリンテペ遺跡出土のチーズ製造に関連する土器片 ( 三宅 1996 : 90-91)
写真 3　ウェティコン (Uetikon) 遺跡出土の濾過器
　　　  (Michael van Orsouw 2009 : 41)
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デ・アギレラ・イ・ガンボア（ Enrique de Aguilera y Gamboa）氏 が調査を行なっている。そ





う食品の重要性がうかがえる貴重な資料となっている（Bañón, A. M. 2005 : 1-2, Recio Martí, R. 
C. y Casas Desantes 2012 : 14）。






9.5ha と推定された。また、この遺跡の南東部分において、幅 120 ｍ、4.3ha の道路建設によ
る破壊が判明し、緊急発掘調査の遺跡に指定されている。その調査は 2009 年まで、ポーラ
ンド科学アカデミー（Polish Academy of Sciences）の考古学・民族学研究所（Ratownictwa 
Archeologicznego of the Institute of Archaeology and Ethnology）によって運営され、その主
要な調査は、2000 年から 2001 年は、ジョアンナ・パイゼル（Joanna Pyzel）氏、2008 年は、
ゼノン・セロシンスキ（Zenon Seroczyński）氏が指揮を執っている（Joanna Pyzel 2012 : 160-
166）。





源を解明するという研究がネイチャー誌に発表された（Evershed, R. P. et al. 2012 : 522-525）。
分析に使用された土器は、このルドビノボ 7 遺跡をはじめとするクヤヴィ（Kuyavia）地区の
















興味深い見解を示している（Evershed, R. P. et al. 2012 : 522-525）,（図 8）。
2.3 スペイン・バスク地方のチーズ製造
　現在、スペイン・バスク地方では、主に青銅器時代から鉄器時代の集落遺跡からチーズ製造
に用いる「型」または「濾し器」に類似する土器が出土している（図 9, 表 2）。わずかな事例だが、
チーズ製造が行われていたことを示唆する有益な資料を次にあげていく。以下に紹介する遺跡
の分布、バスク地方の遺跡編年については、図 4、表 3 の通りである。
図 8　ルドビノボ 7遺跡出土の乳脂肪が検出された濾し器土器と組み合わせて使用されたとされる


























































ている（Larrea, F. J. et al. 2001 : 96）。
　遺跡は、1968 年にアルマンド・ジャノス・オルティス・デ・ランダルセ（Armando Llanos 
Ortiz de Landaluce）氏、マリア・ニエベス・ウルティア（María Nieves Urrutia）氏らによっ
て 発 見 さ れ た（Armando Llanos Armando Llanos Ortiz de Landaluceet al. 2009 : 226）。 発
掘調査は、アラバ県特権地方議会文化委員会の考古学部（Departamento de Arqueología del 
Consejo de Cultura de la Excelentísima Diputación Foral de Alava）による研究プログラムの一
環として、アルマンド・ジャノス・オルティス・デ・ランダルセ氏を中心に行われている。
　1969 年、1970 年の 2 度行われた調査の中で、チーズの製造に使用された可能性の高い土器
が確認されている（図 10）。その土器は、口縁部 13 ㎝、高さ 4 ㎝、口縁部、胴部はともに最
も簡素な形状である。また底部には、孔が施されており、非常に濾し器の形状と類似している。
（Llanos, A. et al. 1975 : 87-212）。この遺跡の年代は、高等科学研究院 7 によって最終青銅器時
代と推定されたが、のちに発掘者らによって初期鉄器時代に修正されている。
2.3.2 ラ・オジャ（La Hoya）遺跡（図 4 - ⑨ )
　カンタブリア山脈の山麓部であるアラバ県ラグアルディア 8（Laguardia）集落から約 700 ｍ








最終青銅器時代および鉄器時代（C層 : 3.410±90 BP、B3層 : 3.220±100 BP、B2・B 3層 : 2.530
± 85 BP、A3 層 : 2.410 ± 85 BP、2.300 ± 85 BP）から、廃村となるローマ化以前までの居
住地であることが判明している（Larrea, F. J. et al. 2001: 95）。また、鉄器時代の層には、下部
の印欧語族が侵入した BC.9 世紀あるいは 8 世紀の層と、上部の BC.3 世紀にあたるケルト＝
イベリコ時代の層が含まれており、鉄器時代の存在を示す指標となっている。
　1935 年にアレハンドロ・サンペドロ・マルティネス（Alejandro Sanpedro Martinez）氏によっ
て発見された。同年、カルロス・サエンス・デ・テハダ（Carlos Saenz de Tejada）氏 と、ア
ルバロ・デ・ゴルタサール（Alvaro de Gortazar）氏によって最初の発掘が行われるが、スペ
イン内戦が勃発したために 1964 年に発表されている。1950 年には、ドミンゴ・フェルナンデ
ス・メドラノ（Domingo Fernandez Medrano）氏 と マキシモ・ルイス・デ・ガオナ（Máximo 
Ruiz de Gaona) 氏らが調査を行い、1955 年からの 2 年間は、グラティニアノ・ニエト・ガリョ
（Gratiniano Nieto Gallo）氏 が考古学調査を行なっている。1973 年から 1989 年には、アル
マンド・ジャノス・オルティス・デ・ランダルセ氏の指揮によって、14 回にわたる発掘調査
が行われている（Larrea, F. J. et al. 2001: 95）。フディット・ロペス・デ・エレディア（Judit 
López de Heredia）氏は、この遺跡から出土した内壁に多数の穿孔のある土器片（写真 5）に
ついて、その機能と用途を検証し、それらの土器をチーズ製造に使用する道具の一部であると
結論づけている（López de Heredia, J. 2011b : 575-576）。
2.3.3 ロス・カストロス・デ・ラストラ（Los Castros de Lastra）遺跡（図 4 - ⑩ )
　アラバ県カランカ 9  （Caranca）集落のバルデゴビ
ア（Valdegobía）谷に位置する要塞化された集落遺















人工的な防備によって、10.5ha の集落は、完璧な防衛体制を維持してきた（López de Heredia, J. 
2011a : 545-546）。
　1858 年、ヴァローナ（Varona）一族によって発見され、最初の考古学的調査は、1971 年に、
ハイメ・ファリーニャ (Jaime Fariña) 氏とアルマンド・ジャノス・オルティス・デ・ランダル
セ氏らの指揮によって行われている。 1975 年から 1997 年は、フランシスカ・サエンス・デ・
ウルトゥリ・ロドリゲス（Francisca Sáenz de Urturi Rodríguez）氏が着手している（Llanos, A. 
et al. 2009 : 230)。
 この遺跡は、最終青銅器時代から BC.1 世紀の最終鉄器時代を経て、さらに９世紀の中世初期
におよぶ長期間にわたり、集落として機能していたことが判明している（Servicio Central de 
Publicaciones del Gobierno Vasco,dir 1988 : 24）。フディット・ロペス・デ・エレディア氏は、
この遺跡から出土した他の土器片にはみられない内壁に多数の穿孔のある土器片（写真 6）を
チーズの型、濾し器、水切り器として特定し、さらに、集落における習慣的な乳の利用を関連
付けている。(López de Heredia, J. 2011b : 575-576)。








（Departamento de Cultura, Turismo y Relaciones 
Institucionales）考古学部門のヘスス・セスマ・
セスマ（Jesús Sesma Sesma）氏 、マリア・ルイーサ・ガルシア・ガルシア（María Luisa 
García García）氏 が調査を行なっている。両氏は、この遺跡の住居の床面から出土した孔が
穿たれた甕の土器片（図 11）について、濾し器、あるいは、チーズ製造の成型用の型として























具と推定されている。そのなかのアナトリア地区の 2 遺跡（遺跡番号①②）、スペインの 1 遺
跡（遺跡番号④）、ポーランドの集落遺跡（遺跡番号⑤⑥⑦）、スペイン・バスク地方の 1 遺
跡（遺跡番号⑪）から発見された小孔が施された土器片は、すべて深鉢あるいは、甕の一部
である（三宅 1996 : 89-92, 1999 : 61-67, Sesma, J. y García, M. J. 2003 : 21, Bañón, A. M. 2005 





















































  ロア自治州のナファロア (Nafarroa) 県の４県と、フランス領のラプルディ (Lapurdi) 地方、低ナファロア 





 母乳の消化のために数種の哺乳動物の胃で作られる酵素。乳を凝固させる作用を持つ (武友 2003:31-32)。
4 たんぱく質分解酵素の一種。イチジクの茎の乳汁に含まれる (河野 2001:33)。
5
 現ルクソールを示す。エジプト南東部、ナイル川東岸の都市。
6 バスク語では、ドゥランツィ (Dulantzi) だが、スペイン語のアレグリアの名称が一般的である。
7 Consejo Superior de Investigaciones Cientías を示す。
8 バスク語では、ビアステリ (Biasteri) だが、スペイン語のラグアルディアの名称が一般的である。
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